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抄録 

新指導要領に掲げられてるアクティブ・ラーニングはいつの世にも，自発的学習ということで文

部科学省が形を変えて方針を指導要領の中で示したものである. この中で，「主体的な学び」「深い

学び」「対話的な学び」ということになるためにアクティブ・ラーニングを用いることはとても大

切であると述べられている. そこで，課題解決学習を行うことにより，この３つの条件を満たすよ

うな学びを行っていきたいと考えている. 課題解決学習には，「深い学び」と「対話的な学び」はで

きるが，「主体的な学び」がないと自分自身で課題を見つけていかないと課題解決学習には至らな

い. そこで，「深い学び」になるようにし，課題解決学習に至らなければならない. 学校では日頃

より一斉授業により知識の押し付けになりがちであり，自分たちが課題をもちその課題を解決しよ

うとする主体的な学びにかけたところがあるように思われる. また，主体的な学びを得るような課

題解決学習を行えば，アクティブラーニングを行うことができると考えられる. 本稿ではアクティ

ブ・ラーニングを行う上で，「教科理科」の授業を取り上げ，主体的な学びになるように課題解決

学習を行い，それらの実践例を報告する.  
 

１. 問題と目的 

  いつの世も言われ続けていること，それは「生

徒が自主的に学習できること」である. 筆者は１

年生 19 名，２年生７名，３年生 10 名で全校 36 名

という小規模中学校に勤務をしていた. 小規模の

山間僻地校であったが，「他律から自律」という

学校目標を掲げ，すべて，教育目標に照らし合わ

せ，地域を巻き込み，地域の人たちに支えられて

学校教育が行われていた. 生徒たちは生き生きと

家庭的な学校生活を送っていた.  

文部科学省からの指導要領の変遷には，学校教育はそ

の時代の世相を反映し，文部科学省から通達される学習

指導要領によってその時代の方向性を決めるものであ

る. 学習指導要領は我が国の将来の目指す国民性を示

し，現在における目標として掲げている. 文部科学省（2
017）は昭和 33～35年 改訂教育課程の基準としての性

格の明確化 （道徳の時間の新設，基礎学力の充実，科

学技術教育の向上等）（系統的な学習を重視），昭和 

43～45年 改訂教育内容の一層の向上（「教育内容の現

代化」）（時代の進展に対応した教育内容の導入）（算

数における集合の導入等）昭和 52～53年 改訂ゆとり

ある充実した学校生活の実現＝学習負担の適正化（各教

科等の目標・内容を中核的事項に絞る）平成元年改訂社

会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成（生活科

の新設，道徳教育の充実）平成 10～11年改訂基礎・基

本を確実に身に付けさせ，自ら学び自ら考える力などの

［生きる力］の育成 （教育内容の厳選，「総合的な学

習の時間」の新設）（実施）小学校：昭和36 年度，中

学校：昭和37 年度，高等学校：昭和38 年度（学年進

行）（実施）小学校：昭和46 年度，中学校：昭和47

年度，高等学校：昭和48 年度（学年進行）（実施）小

学校：昭和55 年度，中学校：昭和56 年度，高等学校：

昭和57 年度（学年進行）（実施）小学校：平成４年度，

中学校：平成５年度，高等学校：平成６年度（学年進行）
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（実施）小学校：平成14 年度，中学校：平成14 年度，

高等学校：平成15 年度（学年進行）平成 20～21 年 

改訂「生きる力」の育成，基礎的・基本的な知識・技能

の習得，思考力・判断力・表現力等の育成のバランス 
（授業時数の増，指導内容の充実，小学校外国語活動の

導入）（実施） 小学校：平成23 年度，中学校：平成2

4 年度，高等学校：平成25 年度（年次進行） ※小・中

は平成21 年度，高は平成22 年度から先行実施平成15

年 一部改正学習指導要領のねらいの一層の実現（例：

学習指導要領に示していない内容を指導できることを

明確化， 個に応じた指導の例示に小学校の習熟度別指

導や小・中学校の補充・発展学習を追加）平成27 年 

一部改正道徳の「特別の教科」化 「答えが一つではな

い課題に子供たちが道徳的に向き合い，考え，議論する」

道徳教育への転換 （実施）小学校：平成30 年度，中

学校：平成31 年度に至るのである. その間，国際的な

我が国の成績は理科教育において，国際数学・理科教育

動向調査（TIMSS2015）の結果として，2003年以降，

経年での変化をみていくと，550 点未満の児童生徒の割

合が減少し，550点以上の児童生徒の割合が増加してい

る傾向が見られる. また，OECD生徒の学習到達度調査

（PISA2015）の結果を受け，文部科学省は， 科学的リ

テラシー，読解力，数学的リテラシーの各分野において，

日本は国際的に見ると引き続き，平均得点が高い上位グ

ループに位置している. 一方で，前回調査と比較して，

読解力の平均得点が有意に低下しているが，これについ

ては，コンピュータ使用型調査への移行の影響などが考

えられる. 今回調査の中心分野である科学的リテラシ

ーの平均得点について，三つの科学的能力別に見ると日

本は各能力ともに国際的に上位に位置している. 生徒

の科学に対する態度については，OECD平均と比較す

ると肯定的な回答をした生徒の割合が依然として低い

ものの，例えば自分の将来に 理科の学習が役に立つと

感じている生徒の割合が2006年に比べると増加するな

どの改善が見られた，と分析している. これからの教育

課程の理念から，よりよい学校教育を通じてよりよい社

会を創るという目標を学校と社会とが共有し，それぞれ

の学校において，必要な教育内容をどのように学び，ど

のような資質・能力を身に付けられるようにするのかを

明確にしながら，社会との連携・協働によりその実現を

図っていく，としている. また，文部科学省（2017）は

第一に社会や世界の状況を幅広く視野に入れ，よりよい

学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持

ち，教育課程を介してその目標を社会と共有していくこ

とである. 第二にこれからの社会を創り出していく子

供たちが，社会や世界に向き合い関わり合い，自分の人

生を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何

かを，教育課程において明確化し育んでいくことである.

 第三に教育課程の実施に当たって，地域の人的・物的

資源を活用したり，放課後や土曜日等を活用した社会教

育との連携を図ったりし，学校教育を学校内に閉じずに，

その目指すところを社会と共有・連携しながら実現させ

ることであると述べている.  

そこで，過去からの指導要領の内容を踏まえ，新学習

指導要領のアクティブ・ラーニングにのっとり「教科

理科」を計画的な課題解決学習として実施することによ

り，「主体的で，対話的な深い学び」に迫るため実践を

したことを報告するものである.  
 

２. アクティブ・ラーニング 

文部科学省（2017）は新しい時代に必要となる資質･

能力の育成と，学習評価の充実と新しい時代に必要とな

る資質･能力を踏まえた 教科･科目等の新設や目標･内

容の見直し，主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・

 ラーニング」）の視点からの学習過程の改善という今

までの課題を整理し，方針を掲げてきた. 文部科学省（2

017）は「学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリ

ア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持って粘り

強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげ

る「主体的な学び」が実現できているか. 子供同士の協

働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛か

りに考えること等を通じ，自己の考えを広げ深める「対

話的な学び」が実現できているか. 習得・活用・探究と

いう学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見

方・考え方」を働かせながら，知識を相互に関連付けて

より深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，

問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に

創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できて

いるか，という目標を掲げ，主体的・対話的で深い学び

の実現に，「アクティブ・ラーニング」の視点からの授

業改善について述べている. そして，文部科学省（2017）

はアクティブ・ラーニングを「教員による一方向的な

講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への

参加を取り入れた教授・学習法の総称. 学修者が能動的

に学修することによって，認知的，倫理的，社会的能力，

教養，知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る. 発

見学習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれ

るが，教室内でのグループ・ディスカッション，ディベ

ート，グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニ

ングの方法である. 」とし，新しい学習指導要領を示し
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た. 主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブ・

ラーニング」の視点からの授業改善）について（イメー

ジ学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形 成

の方向性と関連付けながら，見通しを持って粘り強く取

り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」が実現できているか. 子供同士の協働，教

職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考

えること等を通じ，自己の考えを広げ深める「対話的な

学び」が実現できているか. 習得・活用・探究という学

びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え

方」を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く

理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を

見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造し

たりすることに向かう「深い学び」が実現できているか，

「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善「幼

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

（平成29年12月21日中央教育審議会）＜抄＞（「主

体的・対話的で深い学び」とは何か）「主体的・対話的

で深い学び」の実現とは，特定の指導方法のことでも，

学校教育に おける教員の意図性を否定することでもな

い. 人間の生涯にわたって続く「学び」という営みの本

質を捉えながら，教員が教えることにしっかりと関わり，

子供たちに求められる資質・能力を育むために必要な学

びの在り方を絶え間なく考え，授業の工夫・改善を重ね

ていくことである. （各教科等の特質に応じた学習活動

を改善する視点）「アクティブ・ラーニング」について

は，総合的な学習の時間における地域課題の解決や，特

別活動における学級生活の諸問題の解決など，地域や他

者に対して具体的に働きかけたり，対話したりして身近

な問題を解決することを指すものと理解されることも

見受けられるが，そうした学びだけを指すものではない.

 例えば国語や各教科等における言語活動や，社会科に

おいて課題を追究し解決する活動，理科において観察・

実験を通じて課題を探究する学習，体育における運動課

題を解決する学習，美術における表現や鑑賞の活動など，

全ての教科等における学習活動に関わるものであり，こ

れまでも充実が図られてきたこうした学習を，更に改

善・充実させていくための視点であることに留意が必要

である. こうした学習活動については，今までの授業時

間とは別に新たに時間を確保しなければできないもの

ではなく，現在既に行われているこれらの活動を，「主

体的・対話的で深い学び」の視点で改善し，単元や題材

のまとまりの中で指導内容を関連付けつつ，質を高めて

いく工夫が求められていると言えよう（単元等のまとま

りを見通した学びの実現）. また，「主体的・対話的で

深い学び」は，１単位時間の授業の中で全てが実現され

るものではなく，単元や題材のまとまりの中で，例えば

主体的に学習を見通し振り返る場面をどこに設定する

か，グループなどで対話する場面をどこに設定するか，

学びの深まりを作り出すために，子供が考える場面と教

員が教える場面をどのように組み立てるか，といった視

点で実現されていくことが求められる. こうした考え

方のもと，各学校の取組が，毎回の授業の改善という視

点を超えて，単元や題材のまとまりの中で，指導内容の

つながりを意識しながら重点化していけるような，効果

的な単元の開発や課題の設定に関する研究に向かうも

のとなるよう，単元等のまとまりを見通した学びの重要

性や，評価の場面との関係などについて，総則などを通

じてわかりやすく示していくことが求められる（発達の

段階や子供の学習課題等に応じた学びの充実）. 「主体

的・対話的で深い学び」の具体的な在り方は，発達の段

階や子供の学習課題等に応じて様々である. 基礎的・基

本的な知識・技能の習得に課題が見られる場合には，そ

れを身に付けさせるために，子供の学びを深めたり主体

性を引き出したりといった工夫を重ねながら，確実な習

得を図ることが求められる. 子供たちの実際の状況を

踏まえながら，資質・能力を育成するために多様な学習

活動を組み合わせて授業を組み立てていくことが重要

であり，例えば高度な社会課題の解決だけを目指したり，

そのための討論や対話といった学習活動を行ったりす

ることのみが「主体的・対話的で深い学び」ではない点

に留意が必要であると述べている.  
 

３. 課題解決学習 

藤木（2011）は課題解決型学習とは，「もともとは医

学部において，座学を中心にした従来の教育カリキュラ

ムが，医学の急速な進歩に対応できなくなったことから

導入された教育方法である. 課題解決型学習では，まず，

教員が実際の症例に基づいた事例シナリオを提示し，学

生は少人数のグループに分かれて自分たちで問題点を

発見し，自己学習および議論を行い，その問題点を解決

する. その間，教員は知識や答えを教えるのではなく，

学生に議論の進め方や学習方法を教えるというファシ

リテーターとしての役割を果たす. 」と述べている.  
 

４. ブレインストーミング・ＫＪ法 

川喜田（1967）は「ブレインストーミングは，新たな

アイデアを生み出すための方法の一つです. ＫＪ法は，

ブレインストーミングなどによって得られた発想を整
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序し，問題解決に結びつけていくための技法です. ＫＪ

法の基本，まずは，ブレインストーミングなどで出され

たアイデアや意見，または各種の調査の現場から収集さ

れた雑多な情報を１枚ずつ小さなカード（紙キレ）に書

き込みます. 次に，それらのカードの中から近い感じの

するもの同士を２，３枚ずつ集めてグループ化していき

ます. 続いて，それらを小グループから中グループ，大

グループへと組み立てて図解していきます. さらに，必

要に応じて図解を文章化していきます. こうした作業

の中から，テーマの解決に役立つヒントやひらめきを生

み出していきます. 」と述べている.  
 

５. 課題解決学習の実践と概要 
  学校目標に沿って授業，特別活動など活動して

いるが，狭い地域だけの活動にとどまらず幅の広

い視野に立ち考える力を養い，表現活動に結びつ

くような学力をつけていきたいと考えられる.  
 

5. 1. 課題学習の目標                         
  

 目標を以下の２点とした.  

・自分たちで興味関心や疑問を持った内容を，解

決するための計画を立案し，情報収集した内容を

もとに，実験，観察をし，課題解決に迫ることが

できる.                                     
・課題解決に向けて意欲を持ち，積極的に協力で

きる.  
                     

5. 2. 課題解決学習授業実践   

授業実践として，「実践例１（地球と宇宙）課題

解決学習を通して」,「実践例２（動物の生活と種

類）」，「実践例３（地球と人間）」,「実践例４

（総合学習）」の４つを取り上げ，それそれの授業

実践内容を「１）単元課題」，「２）指導計画」，「３）

指導略案」，「４）研究計画の立案用用紙」，「５） 

指導内容」の順に記す.  
 

（１）実践例１（地球と宇宙）課題解決学習を通

して 
１）単元課題 

・太陽系の大きさと位置関係       

・地球は動いている   
・月の満ち欠け 
 

２）指導計画    22 時間    
 第１次 宇宙のつながり      ･･････７時間 

 第２次 地球の運動と天体の動き  ･･････７時間 

 第３次 月と惑星の見え方        ･･････５時間 
 第４次 課題解決学習 

     課題の設定             ･･････１時間 

     研究計画の立案         ･･････１時間 
     課題解決学習           ･･････１時間 

 

３）課題解決学習の研究計画の立案用用紙 
分野（ ① 宇宙のつながり ） 氏 名（ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ） 

・検証目的 太陽系の恒星と惑星の大きさと位置関係を理解する 
・検証内容（太陽系の恒星と惑星の関係を縮尺で位置関係を理解する） 
・検証方法（恒星と惑星の模型つくり） 
・検証のための準備物（ねんど，電卓，巻き尺，ナイロン袋） 

 

分野（ ② 地球の運動と天体の動き ） 氏 名（ Ｄ ・ Ｅ ） 
・検証目的 地球の動き方について 
・検証内容（地球，太陽の位置関係を作りそれぞれの動きを確認する） 
・検証方法（模型を作り地球太陽の外側からそれぞれの動きについて検証しなぜ四季が起こるのか確

認する） 
・検証のための準備物（ボール，投光器など） 
・検証目的 太陽からの熱の伝わり方 
・検証内容（光の当たり方によって熱の伝わり方が違うか） 
・検証方法（光の当たる角度によって小売りの溶け方の違い） 
・検証のための準備物（投光器，器，氷） 

 

分野（ ③ 月と惑星の見え方 ） 氏 名（ Ｆ ・ Ｇ ） 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud.  No. 28 2018 

 

         理科授業におけるアクティブ・ラーニングによる課題解決学習 805 

 

・検証目的 月と惑星の見え方 
・検証内容（月の満ち欠け） 
・検証方法（地球・太陽・月の位置関係を作り満ち欠けを検証する） 
・検証のための準備物（玉転がしの玉，投光器など） 
・検証目的 月の模様が変わらないのはなぜか 
・検証内容（月の自転方法を考える） 
・検証方法（地球，太陽地球位置関係を模型で再現する） 
・検証のための準備物（投光器ボール，ボールなど） 

 

４）課題解決学習の指導略案 
 20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題の設定） 

20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（研究計画の立案） 
20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題解決学習）まとめ 

理科担当  
○○○○ 

単元 動物の体のつくりとはたらき 場 所   中学校理科教室 
対象      中学２年７人       
ね ら

い 
課題解決学習 
課題を自ら設定し，自ら課題を解決していく.  

 学習活動 ねらい・評価の観点 支援方法・留意点 
１ 時

間 
（ 課

題 の

設定） 

(1)単元の中で疑問に思うことや調べ

てみたいことを出していく.  
(2)内容をＫＪ法，ブレインストーミン

グで分類する.  

・理解できたことや理解できてい

ないことを区別する.  
・分類方法は宇宙のつながり，地

球の運動と天体の動きについて，

月と惑星の見え方について分類す

る.  

・検証は自由にでき

るが，単元ごとの分

類は正しく分けるた

め補助が必要であ

る.  

準 備

物 
ブレインストーミングの用紙を準備す

る.  
ＫＪ法用の用紙を準備する.  

自分たちの課題を明確化する.  分野ごとに分類す

る.  

１ 時

間（研

究 計

画 の

立案） 

・それぞれの単元ごとに分類し，それ

ぞれの単元テーマに沿って課題解決学

習の研究の立案をする.  
・準備物の確認をする.  

① 宇宙のつながり  
②地球の運動と天体の動き       
② 月と惑星の見え方について        
以上の分野に分類する.  

原則一人１単元を担

当し，ＫＪ法で出て

きた内容を基にそれ

ぞれの単元で検証を

していく.  
準備物 計画シート   

１ 時

間（課

題 解

決 学

習）ま

とめ 

以下の内容のテーマで，計画を行った

内容を検証する.  
① 宇宙のつながりについて  
・太陽系の大きさと位置関係について 
② 地球の運動と天体の動きについて 
・地球の動きについて   
③ 月と惑星の見え方について    
・月の満ち欠けについて 
それぞれの単元に別れ課題解決学習を

行う.  

適切にそれぞれの課題を見つけ解

決していく.  
・太陽系の恒星及び惑星の大きさ

と位置関係について縮尺で模型を

作って理解する.  
・地球の運動を縮尺で模型をもっ

て再現する.  
・地球と太陽と月の関係を縮尺で

模型をもって再現する.  

・地球は大きくて小

さいという疑問が多

かったのでイメージ

しやすいように天体

の様子を再現する.  
・太陽・月・地球の

関係を再現する.  
・月と地球の関係と

地球と他の惑星につ

いて位置関係を再現

する.  
準 備

物 
ねんど，巻き尺，玉転がしの玉，投光器，ナイロン袋，ボール，ボールなど 
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（２）実践例２（動物の生活と種類） 
１）生徒の課題学習の単元課題  

・食物の消化と吸収  

・血液と血液の循環 
・呼吸と排出  

・刺激と反応 
 

２）単元の指導計画    20 時間                

第１次 食物の消化と吸収   ･･････５時間 

第２次  血液の循環         ･･････４時間 
第３次  呼吸と排出         ･･････４時間 

第４次  刺激と反応         ･･････４時間 

第５次  課題解決学習                      
          課題の設定        ･･････１時間   

          研究計画の立案   ･･････１時間   

          課題解決学習     ･･････１時間 
 

 

 

３）課題解決学習の研究計画の立案用用紙 
分野（ ① 食物の消化と吸収 ） 氏 名（  Ａ ・ Ｂ  ） 

・検証目的 腸について調べる 
・検証内容（腸の長さをはかかる，重さを計る. ） 
・検証方法（巻き尺で計る，はかりで計る. ） 
・検証のための準備物（草食動物の腸，解剖セット，巻き尺，顕微鏡セットなど） 
・検証目的 腸を解剖して腸内を観察する.  
・検証内容（腸内外のつくりの確認する. ） 
・検証方法（腸を解剖して腸内外の壁を観察する. ） 
・検証のための準備物（草食動物の腸，解剖セット，巻き尺，顕微鏡セット，ルーペなど） 

 

分野（ ② 血液の循環 ） 氏 名（   Ｃ   ） 
・検証目的 血液の働きについて調べる.  
・検証内容（肝臓内から血液を取り出し血液を調べる. ） 
・検証方法（血液に酸素と二酸化炭素を入れ，変化を見る. また，線香を近づけ血液の色を確認する. ） 
・検証のための準備物（牛の肝臓，酸素ボンベ，二酸化炭素のボンベ，線香，マッチなど） 
・検証目的 血液の成分について調べる.  
・検証内容（取り出した血液の成分を確認する. ） 
・検証方法（遠心分離機を使い成分を分ける. ） 
・検証のための準備物（遠心分離機，顕微鏡セット） 
・検証目的 血液の凝固について調べる.  
・検証内容（取り出した血液の凝固を調べる. 血液の量と空気に触れる面積の関係を観察する. ） 
・検証方法（取り出した血液を様々な条件に変えてしらべる. ） 
・検証のための準備物（血液，ビーカー，試験官，ペトリ皿など）  

 

分野（ ③ 呼吸と排出 ） 氏 名（ Ｄ ・ Ｅ ） 
・検証目的 呼吸の仕組みについて調べる.  
・検証内容（呼吸の模型を作る. また，呼吸に関するものを作る. ） 
・検証方法（呼吸に関する器官の模型を作って呼吸を確認する. ） 
・検証のための準備物（風船，ガラス瓶，ガラス管，大きい風船など） 
・検証目的 肺について 
・検証内容（動物の実際の肺を確認する） 
・検証方法（牛の肺のつくりを確認する. ） 
・検証のための準備物（牛の肺） 
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・検証目的 肺の仕組みとはたらきについて調べる.  
・検証内容（肺の仕組みと働きを観察する. ） 
・検証方法（肺を解剖し，空気と接するところを観察する. ） 
・検証のための準備物（解剖セット，顕微鏡セットなど）  

 

分野（ ④ 刺激と反応  ） 氏 名（ Ｆ ・ Ｇ ） 
・検証目的 骨格について調べる.  
・検証内容（骨格の働きについて鳥の骨と牛の骨を比較する. ） 
・検証方法（重さ，つくりなど鳥の骨と牛の骨の比較をする. 薬品を用い骨の成分を検証する. ） 
・検証のための準備物（鳥の骨と牛の骨，ハンマー，薬品など） 
・検証目的 骨のつくりについて調べる.  
・検証内容（骨はどれくらいの力で耐えられるか観察する. ） 
・検証方法（骨に重りを吊り下げ骨の耐久力を調べる. ） 
・検証のための準備物（鳥の骨，牛の骨，針金，ブロック多数，牛大腿骨，牛頭骨，鳥肉骨付き，ハン

マー，ブロック（おもり用），ワイヤー，など） 
・検証目的 目のつくりについて調べる.  
・検証内容（眼球のつくりを知る. ） 
・検証方法（眼球を解剖する. ） 
・検証のための準備物（ 牛の眼球，解剖セット ）  
・検証目的 カメラのつくりと目のつくりの比較する.  
・検証内容（使い捨てカメラを分解し目のつくりと比較する. ） 
・検証方法（使い捨てカメラを分解する. ） 
・検証のための準備物（使い捨てカメラ，防護用メガネなど） 

 

 

４）課題解決学習の指導略案 
 20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題の設定） 

20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（研究計画の立案） 
20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題解決学習）まとめ 

理科担当  
○○○○ 

単元 動物の体のつくりとはたらき 場 所   中学校理科教室 
対象      中学２年７人       
ね ら

い 
課題解決学習 
課題を自ら設定し，自ら課題を解決していく.  

 学習活動 ねらい・評価の観点 支援方法・留意点 
１ 時

間 
（ 課

題 設

定） 

(1)単元の中で疑問に思うこと

や調べてみたいことを出して

いく.  
(2)内容をＫＪ法，ブレインスト

ーミングで分類する.  

・理解できたことや理解できて

いないことを区別する.  
・分類方法は食物の消化と吸収，

血液の循環，呼吸と排出 ，刺激

と反応の単元内容で分類する.  

・検証は自由にできるが，単元

ごとの分類は正しく分けるた

め補助が必要である.  

準 備

物 
ブレインストミングの用紙を

準備する.  
ＫＪ法用の用紙を準備する.  

自分たちの課題を明確にする.  分野ごとに分類する.  

１ 時

間（研

究 計

画 の

立案） 

・それぞれの単元ごとに分類

し，それぞれの単元テーマに沿

って課題解決学習の研究の立

案をする.  
・準備物の確認をする.  

①食物の消化と吸収  
②血液の循環        
③呼吸と排出       
④刺激と反応  
以上の分野に分類する.  

原則一人１単元を担当し，ＫＪ

法で出てきた内容を基にそれ

ぞれの単元で検証をしていく.  
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準備物 計画シート   

１ 時

間（課

題 解

決 学

習）ま

とめ 

以下の内容のテーマで，計画を

行った内容を検証する.  
① 食物の消化と吸収  
・腸の長さを測定する.  
・腸の重さを測定する.  
・腸の中を開いて解剖顕微鏡及

び光学顕微鏡で組織を観察す

る.  
② 血液と血液の循環 
・肝臓から血液を採取する.  
・酸素を血液中に入れて観察す

る.  
・二酸化炭素を血液長に入れて

観察する.   
・血液の凝固を観察する.  
・血液の成分を分析する.  
③ 呼吸と排出  
・肺の模型を作って呼吸を確認

する.  
・ 動物の実際の肺を確認する. 
・肺の仕組みとはたらきを観察

する.      
④ 刺激と反応 
・骨格標本を観察する.  
・鳥の骨と牛の骨を比較する.  
・骨はどれくらいの力で耐えら

れるか観察する.  
･眼球を解剖する.  
･使い捨てカメラｦ分解する.  
それぞれの単元に別れ課題解

決学習を行う.  

適切にそれぞれの課題を見つけ

解決していく. 
・臓器のつくりを調べる.  
 
 
 
 
 
・血液を採取し，調べる.  
・血液の成分を分析する.  
 
 
 
 
 
 
・呼吸器を再現し，目には見え

ないが，自分の臓器と比べる.  
 
 
 
・骨格標本を見ながら自分の骨

格から運動の生まれる様子を観

察する.  
・骨のつくりについて調べる.  
 
・目のつくりを調べる.  
・生物の臓器パーツを一個一個

切り離して観察する.  
・使い捨て豆らを分解し，目の

つくりを比較する.  

・物理的，化学的にきれいであ

れば経口することができる . 
しかし，理科室では物理的に化

学的に危険である可能性があ

り，この度は経口しない. その

つもりで，本来なら食品であ

る . 食べ物を粗末に扱っては

いけないことを抑える.  
・検査はしてあるものである

が，動物とは言え手袋をして直

接触らないように行う.  
 
 
 
 
 
・検査はしてある食物である

が，動物とは言え手袋をして直

接触らないように行う.  
・瓶のガラスの取り扱いを考え

る.  
・検査はしてある脳物のもので

あるが，動物とは言え手袋をし

て直接触らないように行う.  
・ハンマーで牛の骨をたたくと

き気を付ける.  
・検査はしてある脳物のもので

あるが，動物とは言え手袋をし

て直接触らないように行う.  

準 備

物 
草食動物の腸，解剖セット，巻き尺，顕微鏡，牛の肝臓，遠心分離機，酸素ボンベ，二酸化炭素

のボンベ，消化管口から腸，牛横隔膜，牛の眼球，使い捨てカメラ，解剖セット，牛大腿骨，牛

頭骨，鳥肉骨付き，ハンマー，ブロック（おもり用），ワイヤー，など 

 

（３）実践例３（地球と人間） 

１）生徒の課題学習の単元課題  

・石油について調べる 
・発電とは何だろうか 

・水の循環はどうなっているのか 
 

２）単元の指導計画    10 時間               

第１次   かけがえのない地球･･････１時間 

 第２次  地球上の資源利用･･････１時間  

第３次  地球の環境の保全･･････３時間 

第４次  卒業に向けて（課題解決学習）     
課題の設定・研究計画の立案･･････１時間 

調べ学習                 ･･････３時間 

制作発表            ･･････１時間 
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３）課題解決学習における研究計画の立案用用紙  
分野（ ① 石油について  班） 氏 名（ Ａ ・ Ｂ ） 

・検証目的 石油の原料はなんだろうか.  
・検証内容（石油のでき方を調べる. ） 
・検証方法（石油のでき方を色々な方法で調べる. ） 
・検証のための準備物（電話帳，図書館，博物館など） 

・検証目的 石油を作ってみる.  
・検証内容（石油ができた環境を再現し作ってみる. ） 
・検証方法（原料に重みをかけ自然界と同じようにし，しばらく放置し観察する. ） 
・検証のための準備物（１０ｔトラックなど） 

 

分野（ ② 発電について 班） 氏 名（ Ｃ ・ Ｄ ） 
・検証目的 発電の仕組みを考えるいろいろな発電の種類があるが調べる 
・検証内容（発電方法を調べる. ） 
・検証方法（発電所，電力会社，図書館，電話など） 
・検証のための準備物（記録用紙など） 
・検証目的・発電所を作る.  
・検証内容（実際には難しいので縮小のモデルを作り発電してみる. ） 
・検証方法（地元の発電所に出向き，仕組みなどを聞き実際に作ってみる. ） 
・検証のための準備物（水，水車，発電システムに必要なもの） 

 

分野（ ③ 水の循環について  班） 氏 名（ Ｅ ・ Ｆ ・ Ｇ ） 
・検証目的・酸性雨がどのように発生するのか.  
・検証内容（酸性雨とは何か. どのように発生するのかを調べる. ） 
・検証方法（環境に関する公的な機関，図書館などに聞いて調べる. ） 
・検証のための準備物（電話帳など記録用紙など） 
・検証目的・酸性雨を作ってみる.  
・検証内容（酸性雨を作る. ） 
・検証方法（工場の煙や排気ガスを自然のようにできるかチャレンジしてみる. ） 
・検証のための準備物（大気汚染になるものビニール袋，酸性試験紙など） 
・検証目的・コンクリートのつららはどのようにやってできるのか.  
・検証内容（コンクリートのつららを実験的に作った酸性雨でつららを作ってみる. ） 
・検証方法（コンクリートブロックに薬品をかけ実験する. ） 
・検証のための準備物（コンクリートブロック，酸性の薬品，作った酸性雨など）  
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４）課題解決学習における指導略案  
 20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題の設定） 

20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（研究計画の立案） 
20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題解決学習）まとめ 

理科担当  
○○○○ 

単元 動物の体のつくりとはたらき 場 所   中学校理科教室 
対象      中学３年７人       
ね ら

い 
課題解決学習 
課題を自ら設定し，自ら課題を解決していく.  

 学習活動 ねらい・評価の観点 支援方法・留意点 
１ 時

間 
（ 課

題 設

定） 

(1)単元の中で疑問に思うことや調べてみた

いことを出していく.  
(2)内容をＫＪ法，ブレインストーミングで分

類する.  

・理解できたことや理

解できていないこと

を区別する.  
 

・検証は自由にできるが，

単元ごとの分類は正しく分

けるため補助が必要である. 

準 備

物 
ブレインストミングの用紙を準備する.  
ＫＪ法用の用紙を準備する.  

自分たちの課題を明

確にする.  
分野ごとに分類する.  

１ 時

間（研

究 計

画 の

立案） 

・それぞれの単元ごとに分類し，それぞれの

単元テーマに沿って課題解決学習の研究の

立案をする.  
・準備物の確認をする.  

① 石油について調 
べる .  
②発電について 
③水の循環について 

以上の分野に分類す

る.  

原則一人１単元を担当し，

ＫＪ法で出てきた内容を基

にそれぞれの単元で検証を

していく.  
 

準 備

物 
計画シート   

１ 時

間（課

題 解

決 学

習） 
 
ま と

め 

以下の内容のテーマで，計画を行った内容を

検証する.  
 
① 石油について 
・石油の原料とでき方を調べる.  
・石油を作ってみる.  
② 発電について 
・発電の仕組みを考えるいろいろな発電の種

類があるが調べる.  
・発電所について 
③ 水の循環について 
・酸性雨がどのように発生するのかを調べる. 
・酸性雨を作ってみる.  
・コンクリートのつららはどのようにやって

できるのかを調べ，作ってみる.  

適切にそれぞれの課

題を見つけ解決して

いく.  
・エネルギーのもとに

なるものを調べる.  
 
・発電の仕組みについ

て 
・発電所について 
 
 
・酸性雨の仕組みにつ

いて 
・コンクリ―トのつら

らについて 

自然界のことなので，どこ

までで切るか解決するまで

準備を支援する.  

準 備

物 
電話，石油の原料，発電キッド，排気ガス，ナイロン袋，水，ブロックなど 
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（４）実践例４（総合学習） 
１）生徒の課題学習の単元課題  

・ブレンストーミングにより選択理科の進め方決

定 
 ・地域を学ぶ.  

 ・地域の化石を取りに行く.  

 ・化石をとってきて化石を加工する.  
   敷石（置物） 

   ペンダント 

   ペーパーウエイト 
花瓶 

   その他 
 

２）指導計画（12 時間）（総合学習） 

１地域のことで調べたいことを出していく.  
２ ブレンストーミング，ＫＪ法を使って分類する.
  

３ 計画を立てていく.  
４地域調べ（地域に出向く. ） 

５地域調べ（地域に出向く. ） 

６地域調べ（地域に出向く. ） 
７地域調べ（地域に出向く. ） 

８各班発表 

９クラフト 
10 クラフト 

11 クラフト 

12 地域のものを使って料理実習 

 

３）課題解決学習における研究計画の立案用用紙  
分野（ ① 地域の地層を調べる 班） 氏 名（Ａ，Ｂ） 

・検証目的 地域の地質を調べる.  
・検証内容（地域の石灰岩の分布を調べ，サンプルをもって帰る. ） 
・検証方法（フィールドワークを行う. ） 
・検証のための準備物（自転車，採取するサンプルを入れる袋，メモ用紙筆記用具など） 

 

分野（ ② 地域の植物を調べる 班） 氏 名（Ｃ，Ｄ，Ｅ） 
・検証目的 地域の植物を調べる.  
・検証内容（植物の分布及び農産物を調べ，地域からサンプリングをする. ） 
・検証方法（フィールドワークを行う. ） 
・検証のための準備物（自転車，採取する袋，メモ用紙筆記用具など） 

 
分野（ ③ 地域の動物を調べる 班） 氏 名（Ｆ，Ｇ） 

・検証目的 地域の動物を調べる.  
・検証内容（動物の分布等を調べ，サンプリングをする. ） 
・検証方法（フィールドワークを行う. ） 
・検証のための準備物（自転車，採取する袋，メモ用紙筆記用具など） 
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４）課題解決学習における指導略案  
 20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題の設定） 

20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（研究計画の立案） 
20XY 年○月○日 ○曜日 13：25～14：15（１時間）（課題解決学習）まとめ 

理科担当 
○○○○ 

単元 動物の体のつくりとはたらき 場 所   中学校理科教室 
対象      中学３年７名       
ね ら

い 
課題解決学習 
課題を自ら設定し，自ら課題を解決していく.  

 学習活動 ねらい・評価の観点 支援方法・留意点 
１ 時

間 
（ 課

題 設

定） 

(1)単元の中で疑問に思うことや

調べてみたいことを出していく.  
(2)内容をＫＪ法，ブレインストー

ミングで分類する.  

・理解できたことや理解で

きていないことを区別す

る.  
 

・検証は自由にできるが，単元ご

との分類は正しく分けるため補助

が必要である.  

準 備

物 
ブレインストミングの用紙を準備

する.  
ＫＪ法用の用紙を準備する.  

自分たちの課題を明確に

する.  
分野ごとに分類する.  

１ 時

間（研

究 計

画 の

立案） 

・それぞれの単元ごとに分類し，

それぞれの単元テーマに沿って課

題解決学習の研究の立案をする.  
・準備物の確認をする.  

分野に分類する.  
① 地域の地層を調べる.  
② 地域の植物を調べる.  
③ 地域の動物を調べる.  

原則一人１単元を担当し，ＫＪ法

で出てきた内容を基にそれぞれの

単元で検証をしていく.  

準備物 計画シート   

１ 時

間（課

題 解

決 学

習） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま と

め 

以下の内容のテーマで，計画を行

った内容を検証する.  
地域を学ぶ.  
① 地域の地層を調べる.  
・地域の化石を採取に行く.  
 
② 地域の植物を調べる.  
・ 特徴的な地形を観察する地域の

植物を調べる.  
・植物の分布状況を確認する.  
・農作物の分布状況や生産量を調べ

る.  
・珍しい植物をスケッチする.  
③ 地域の動物を調べる.  
・動物の生息状況の確認をする.  
・魚の生息状況の確認をする.  
・漁をして魚を捕獲する.  
・地域で収穫したもので料理を作る.  
・化石をとってきて化石を加工する.  
・敷石（置物）ペンダントペーパ

ーウエイトなどを作る.  

適切にそれぞれの課題を

見つけ解決していく.  
 
・地域の地層に目を向け

る.  
 
 
・地域の植物及び農産物に

目を向ける.  
 
 
 
 
・地域の生息生物と農業漁

業について目を向ける.  

 
 
 
・地域に出ていき地域の人たちと

の関係ができるように支援する.  
 
・地域に出ていき地域の人たちと

の関係ができるように支援する.  
 
 
 
 
・地域に出ていき地域の人たちと

の関係ができるように支援する.  
 
 
・クラフトの支援をする.  
・調理実習の支援をする.  

準 備

物 
地域に出て行って調べるものは準備している. 計画を立てるためには難しさがあるのでその都

度，準備をしていく.  
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６. 結 果 
 生徒が自分たちで自主的に課題を設定し，検証

して結果を導き出した. そして課題はすべて解決

できたととらえる. 結果は，「5. 2」実践事例から

生徒がそれぞれ発布した内容を以下の（１）～（４）

に簡潔に記す.  
 

（１）実践例１ 

①縮尺で考えると太陽系の端までこの大きさでも

約２キロです.  
②自転と公転を再現することができなした. そし

て氷を使って光の当たる角度によって溶け方が違

うとわかりました. すなわち夏は暑く冬は寒いと

いう実験もしました.  

③確かに満ち欠けがわかりました. そして，月も

自転していて月の表面の模様がカラらないことも

検証しました.  
 

（２）実践例２ 
①腸は 30ｍ以上でした. （全部なかったみたい）.

 重さは 20kg 以上ありました. 柔毛を確認しまし

た. 柔毛を確認しました.  
②肝臓から血液を採取した. 酸素と二酸化炭素を

交互に入れてみた. 酸素を入れるととても鮮やか

な血液になった.  
③肺の模型を作った. 肺は動かなくても大角膜だ

けで肺に空気が入る. 解剖すると肺の袋をたくさ

ん確認した.  
④鳥の骨は空を飛ぶため中が空洞になっていて牛

の骨は陸上で体を支えるため供養区頑丈にできて

いた. 目は網膜のところがとてもきれいで，ガラ

ス隊はとても透明できれいであった. この部分で

光を通していくのだなと思った. カメラのつくり

は目のつくりとそっくりであった.  
 

（３）実践例３ 

①石油は植物などが倒れその上に土がかぶさって

できたものである. 植物を袋に詰めトラックにつ

ぶしてもらっていたが植物の体液は少し出てきた

があのような黒いものではなくまだ緑色が残って

いた. そして化石年長と言われるようにやり方は

あっているのであるが，トラックくらいの重さで

はどうにもならず，１週間ぐらいでは結果が出な

かった.  

②発電には水力，火力，原子力などあるが，理科

でやった電磁誘導は電気を流したものであるがタ

ービンを回して力を加えることで電流を起こすの

が発電であるのでその発電機能を動かす動力とし

て上記にしてタービンに入れタービンを回すこと

によって発電する. 上から水を落として水力発電

所は小さいけど発電でき豆電球は点灯した.  

③水の循環は大きくないと循環したかどうかが確

認できなかったが，ナイロン袋やごみを燃やすこ

とによってその中に水を入れると本当に賛成を示

した. 石灰岩は酸性の液体をかけると溶けるが，

このごみを燃やした液体をかけることによってつ

ららを作ることは難しかったが，この液体でブロ

ックを溶かしてしまうことが確認された.  
 

（４）実践例４ 

①石灰岩の分布を調べていっていると，地域にと

ても大きな岩があることが分かった. そこには神

社があり，昔から神聖な場所であったのかもしれ

ない. それぞれの石灰岩を持ち帰り皆で，クラフ

トを行った.  

②葉っぱに花が咲くというとても珍しい花筏とい

う植物もあることが分かった. 標高が 500ｍまで

あるので，平野では見られないような植物もたく

さん確認できた. 農作物では水も豊かで，耕地面

積は山間部であるので，少ない中で，様々な稲作

もされていることが分かった. 地域に出ていろい

ろな農作物をいただいて帰った.  

③川は漁業権の問題があり，漁をすることはでき

ないが，小さい時からとって魚は全部てんぷらに

して食べていたが川に生息する魚は種類が多いの

には驚いた. 牛や豚の家畜も飼っておられるとこ

ろもあり，現物をもらうことはできなかったが，

時々猟でイノシシがいるらしいので，イノシシを

いただいた.  
 

７. 考 察 

文部科学省でアクティブ・ラーニングは「主体的・

対話的で深い学び」であるとしており，学校教育では多

面的な検証を入れず，教室の中だけの一斉教授により主

体的で，対話的で，深い学びになっていない可能性があ

ると考えられる. 単元ごとの学力の到達レベルを上げ

るため練習問題を行うことにより学力を補っていって

いるようなところもある. 日常においてすべて行って

いくことは難しいと考えられるが，なるべくアクティ

ブ・ラーニングを取り入れることで，主体的で，対話
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的な深い学びすることができると課題解決学習を取り

入れてみたのである. しかし，課題解決学習を行うため

には主体的に向かうよう導くことが大切であると考え

られる.  
「地球って俺らが生活していて，とても大きいという

のはわかるけど，地球の１周が約４万kｍそれを赤道上

の人は１日で回ることになるよね. 計算すると１時間

に1700 kｍだよ. こんなに早い乗り物ってないよね. 

地球のことについてイメージできないよね. 」とか「骨

とは重たいものなのに鳥はなぜ飛べるのかと思ってい

たけど，牛と比べると骨の中が空洞になっていてそれで

いてパイプのようになっていて，軽くて丈夫だから飛ぶ

ことができるんだね. 」また，「私，石油をもっと簡単

に作って石油王になろうと思ったけど，地中深く重みが

かかって長い間かかってできているとわかってちょっ

と考え方が変わったね. 」など，机間指導の中で，驚き

と感動が課題解決学習の中で出てきている. 課題解決

学習によって次の課題が生まれてくるのである. そし

てそのことをさらに解決しようとする.  
人は，主体的に疑問に思い，その疑問が解消され解答

を得た際には，理解とともに，その解答に対する感動が

得られるということである. 感動には必ず感想が伴う

ものである. 結果として，検証が失敗に終わり解答に至

らなかったとしても，そこには修正の解答を求める新た

な課題が見つかり，そのことが学問の追及になっていく

と考えられる. 問題を解いて理解した理解も大切では

あるが，深い学びとは自分で課題を掲げ，その課題解決

できていった時の学びこそが，深い学びと考えられる. 

その学びを受け感動し，次の課題を見つけていこうとす

る主体的な学問に対する姿勢を作ることではないかと

思われる. 課題解決学習を通し，生徒の検証結果ととも

に，感動した感想を述べさせることができたことは，新

しい学習指導要領のアクティブ・ラーニングにのっとっ

た「主体的で，対話的な深い学び」に繋がっていくもの

と考えられる.  
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